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論文
言語のReceptive及びProductive　Skil1の
　　　　訓練と視聴覚教材の重要性
その1一映像教材評価についての10項目
神　山　省　吾
はじめに
　常に言われる事であるが，我々は長い日本の歴史の過程で，その必要性か
ら文字中心のReceptive　skillを主として教育され，　自然な会話の音声把握
および発信技術に対しては，あまり教育されてこなったきらいがある。し
かし，今日のように，国際交流とか，国際化という言葉が頻繁に飛び出す世
の中になると，native　speaker達の自然な発話を音声でキャッチし，我々
からも積極的に意昧を表示する双方向のコミュニケーションが出来る能力を
培う授業というものが益々重要な課題となってくる。そこで，音声中心の
receptive　skillと共に，発信技術，つまり，外国語の表現力の養成と云うも
のが重要な教育課題となるわけである。
　そこで，学生に，これらの力を少しでも付けさせるような，効果的な語学
教育を行おうとしたとき，その教育補助手段として重要な役割をするのが視
聴覚教材である。
　本稿では，あらためて視聴覚教材，特に映像教材の言語教育に対する有効
性，つまり，映像教材を外国語教育に利用する意味について考え，その評価
に当たっての注意すべき項目について考えてみることにする。
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1、映像教材の語学教育へのメリット
　まず，言葉や文字だけの教育に比べると，我々日本人教師の短所をネーティ
ヴスビーカーを使って，音声面でカバーし，動きを使って，その言語の自然
な提示が容易にできると云うこと，つまり，ネーティブスビーカーの音声と
一緒に，全ての状況を含めた，ごく自然な形で教材提示ができると云うメリッ
トがある。また，子供は勿論のことであるが，大人でさえも，テレビやビデ
オの生のままの言語を体験したときは，そうでない時と比べると，興昧の点
で大いに差が出て来るので，動機付の点で非常に有効である。
　動画と音声との結合提示と云うものは，包括的，かつ現実的に，全体状況
に近い状態で，言語を提示できるので，他のどんな言語教育メデアよりも，
効果的に言語の提示ができる訳である。故にクラスで映像教材（例えばビデ
オ）を使うということは，実際の生活での体験に次ぐ，一番よい方法であり，
映像教材は，学習者を，他の人達の生活や経験を体験させるのに，大いに役
立つ。また，学習状況に現実性を与え，学習者に，より良い刺激を与え，興
味を引き起こさせるためにも有効で，優れた動機付の原動力となる。
　すなわち映像教材は，直接経験を代行し，それを理解しやすいように再編
成出来る，非常に具体性のある教材となり得るのである。
　外国語を使ってスムースなコミュニケーションを行わせる為には，その外
国語を自由で気楽な思考の道具にせねばならない。学生の大半は，訳読の後
では，長期記憶として頭の中に残る情報が日本語である場合が多いので，外
国語を使ってのスムースなコミュニケーションを行わせるには，その外国語
が長期記憶として頭に残る習慣付けが必要になってくる。そのためには概念，
感情，状況などの，いわば言葉にできる全てのものと，学習している言語の
音声イメージを，日本語を介在させないで直結させるよう訓練する必要が生
じてくる。
　以上のような訓練を行うためには，教材の全体状況に近い提示が必至となっ
てくる。アメリカの心理学者ロバートメラビァン（Robert　Merabian）は
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“我々の情報伝達の80パーセントはnon－verba1（非言語）である”と予測
しているし，我々の示す身ぶりや，表情，姿勢，服装，環境等は，我々の実
際話す言葉と同じ位にコミュニケーションにとって大切なもので，発話事象
が展開する時の視聴覚的観察というものは正確な意味の把握に欠かせないも
のである。それ故，ボデーランゲージやムードは，言語学習に微妙に関わり
合って効果を発揮するもので，これらを実際の動きで見せ，それを細かく学
習するために，如何なる瞬間も映し出すことの出来る映像教材は，自然な速
さでの内容の理解や，表現力養成のための練習に，欠かせない教材となる筈
である。
　また，異文化問，国際間では，言語表現や思考形態のみならず，食事や生
活，習慣など，文化全般の様々な面において食い違いが生じてくる。即ち
culture　gapが横たわっているわけで，それ故，スムースな意志疎通を図る
為には，これらのgapを埋める必要性も生じてくる。これらのgapを効果
的に埋めるには，ただ単に，その情報を聴き手に送るだけではなく，正しい
情報を，相手がより理解しやすい方法を用いて，しかも効果的に送る必要が
ある。この点についても，先に述べたように，全体状況に近い状態で提示出
来る映像教材（ビデオ，レーザーデスク等）は，動きなどをも伴って，受け
るものにアピールするし，より現実的な状態で提示できるので，効果的な言
語伝達の教材に有効である。また，communicationの必然性というものは，
information　gapの存在により生まれるものであるから，言い換えれば，そ
れは自分の知らないものに対する好奇心から生じるものであるから，これら
の原理をうまく利用できる映像教材を使って，非常に効果的な外国語の教授
ができる筈である。
　この様に，映像教材は，我々の直接経験を拡大出来ると同時に，現在のこ
とは勿論のこと，過去の出来事も見せることが出来るし，特殊な写真撮影に
よっては，独特の進行状態や，物体（例えばミクロの世界など）を，見せる
ことも容易にできる点で，学習に変化を持たせ，ひいては，学習指導をも能
率化するし，学習理解のための時問を節約したり，学習経験の内容を豊富に
一267一
神山　省吾
する事が出来る等，skill　practiceの面では勿論のこと，language　reinforce－
mentの為のsupplementary　materialとして，そのメリットは大きい。
　以上の事から，我々外国語教育に携わっているものにとって，外国語教育
の補助手段として，映像教材の導入を考えない訳にはゆかない。
2．映像教材選定に関しての一提案
　以上の観点にたって，ビデオ教材の選択に当たるのであるが，その教材の
性質上（つまり，一教材としてのビデオテープやL　D等の映像教材を視聴す
るのには，Supplementary的なものでさえも，少なくとも一時問以上，Main
course的なものであれば，膨大な時間を要するということで，全ての視聴
覚教材に目を通す事は不可能であり，また，高価なものであるから，時間と
十分な予算の無い，我々大半の教師にとって，良いビデオ教材を見つけるの
に四苦八苦しているのが現状ではないかと思われる。そこで，常日頃思うこ
とであるが，映像教材，現時点ではビデオ教材がその主なものであるが，そ
の探索に当たって，もし商業ベースでない組織から，一目で分かるようなビ
デオ教材に関する資料が，例えば，ELT　Joumal1991年10月号のOverview
o∫Published　Video　Materialsのようなもので，もう少し日本人の語学教師
に適したような，詳しい，お互いの情報交換に役立つようなものを盛り込ん
だものが年一回位の割合で手元に入れば，視聴覚教材を使おうとする我々教
師にとって，その選定に非常に役に立つのではないかと思われる。この事に
関しては筆者が平成3年11月9日に千葉県立稲毛高校で行われた語学ラボラ
トリー学会（大会テーマ：コミュニケーション重視の外国語教育）にて既に
提唱したことであるが，視聴覚教材を使っておられる先生方から，その教材
についてのアンケートを探り，その情報をまとめ，L　LA等の機関誌に載せ
てはどうかと云うことである。この事は教える側へのメリットだけではなく，
ひいては，より良い教材づくりへの，出版者，あるいは，制作者側への良い
参考資料となることは勿論のこと，同時に，出版社あるいは制作者側に対す
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る，良い教材作りへのbottom　up的な働きかけにもつながるので是非実現
させたいことである。
3．映像教材選定に当たっての注意項目
　先ず語学映像教材として（映像教材のみならず一般についても共通する点
が多いのであるが）満たさねばならぬと思われる項目について考えると，次
の「映像教材評価その1」に揚げたような項目が考えられる。
?????
????
　　　　　　　映像教材　評価　その1
学習者を楽しくさせ，学習意欲をかき立てているか。
学習者の知性を満足させているか。
学習者を自主的，積極的行動に向かわせているか。
学習指導を活気付けているか。
学習のまとめに役立つか。
学習に興昧を喚起しているか。
学習項目の記憶を容易にし，永続化させているか。
推理，判断，想像を刺激しているか。
望ましい態度や習慣を形成しているか。（語学を学習する為の良い習慣
付けをさせるような練習が行えるか）
教材の内容に対して，信頼度を高めているか。
目の世界，耳の世界の拡大性についてはどうか。
自分で学習したい，という欲望を駆り立てているか。
発表力を助長出来るか。
学習者の異文化に対する直接経験の拡大はどうか。
学習者の対象を，明確にしているか。
学習状況に，どれだけ現実性を与えているか。
意味提示に対する動きの役割はどうか。（映像教材のMainである動
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　　　きを効果的に言語指導に使っているか）
　18。目標言語に関する学習者の異文化経験はどうか（言語学習の重要な背
　　　景の一つである異文化について，そのculture　gapをどの程度取り
　　　あげ埋めているか）
　19．学習状況における臨場感はどうか。　（動機付け，興味の面に大いに関
　　　係があると思われる）
　20．音声，画質，音響効果等についてはどうか。（技術的な側面，臨場感と
　　　も関係があると思われる）
　21．学習項目を明確にしているか。
　22．学習経験の為に費やされるエネルギーの効率はどうか。
　23．学習の動機付けに就いてはどうか。（これは，以上あげたいくつかのも
　　　のを総合したものである）
　24．その教材は，情報の受け手である学生が知らない情報や，意見の相違，
　　　文化的知覚ギャップを，どれだけ含んでいるか。
　25．カルチャーギャップやイメージギャップをどれだけ埋められるかQ
　　　（これは，異文化間では言語や文化の面でギャップが大きいわけであ
　　　るから，イメージのギャップも拡大され易い訳で，それ故，イメージ
　　　の違いが，コミュニケーションの阻害要因になることが多いから，こ
　　　のイメージのギャップを埋める必要性が生じる）
　26．学習者が自分達の外国語のレベルや年齢に応じて，学習活動に知的な
　　　興昧を持てる様に構成されているか。（テキスト構成及び興味の面で大
　　　切な要因になる）
　27．　（英語の場合）英・米との，言語や非言語の表現の違い，背後にある
　　　思考，行動，文化の違いを理解出来るような学習教材であるか。（これ
　　　は先に述べたculture　gapに関係がある）
　28．言葉の運用の面で実際的であるか。（実生活でのコミュニケーション
　　　を想定できるか，すなわち，真の社会的な意昧でのコミュニケーショ
　　　ン能力が修得できるか。Practica1な面のチェック）
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　29．教室環境に合ったビデオ教材かどうか。
　これらの項目は，お互いに直接的，間接的に関係しているものも多いが，
以上の様な項目が映像教材を選定する場合に注意すべきものであると思われ
る。その他に，Communicativeか，Grammar　Basedか，Audio－lingual　Method
か，Comprehention－Basedか，National／Functional　Syllabusか，NaturaI
Approachか，Suggestopedia－Basedか，TPR－Basedか，などTeaching
MethodやPrincipleに関する分野，あるいは，Conversation／Dialogue中
心か，Statement中心か，Story　Telling的なものか，Interactiveまたは，
Role　Play的な要素が入っているものか，DramaかDocumentariesか，TV
commercialsを使用のものか，Music　videoes（included　songs，cinema　musicals
etc．）か，あるいは，Simulation的なものであるか，などModeに関する
もの，または，Skill　Areaとして，Speakingか，Listeningか，Writingか，
など，その使用目的によっても異なるし，映像教材であるテキストそのもの
についても，Flexibilityの面で，つまり，映像教材を使う技術は様々あるも
ので，例えば，今，何を見たかを説明させるときに，音声を消し画面だけを
与えて，それを学習している言語で説明させるような，言語活動を活発にさ
せるためのSilent　viewing法（この中にも更にいろいろの技術があるが）
であるSound　off／Vision　onの方法，また，その反対にsoundtrackから，
状況，行動，登場人物，等を予め推測させ，聴神経の集中を図らせるSound
on／Vision　offの技術，そして，これらのSound　off／Vision　onとSound
on／Vision　offを併用して，次に出て来るセリフを予測させるため，ポーズ
を置いて，そのセリフを言わせ，すぐにそのシーンを見せて，比較させたり
するPause／Freeze－frame　controlや，ある学生には，画面だけ見せて置き，
一方の学生には，サウンドトラックだけを聞かせて置き，彼らのインフォメー
ションギャップを利用して，色々な作業を行わせるSplit　viewing法，それ
から，各学生に断片的な別個のシーンを見せて置き，予め，何がそのシーン
で起こったか把握させて置いて，それらを本来のストーリーに繋合わさせる
Jumbling　sequences法などのテキストのFlexibilityに関する側面等，テキ
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ストそのものの内容面，及び構成面と，それを引き立たせる写真技術，音声，
音響等の技術面，及び教授法の側面に分かれる。
4．映像教材Assessmentに関する10項目
　3で述べたTeaching　MethodまたはPrincipleについては，それぞれ併
用されたものも多く，また，各教授者の取扱方によっても多少の違いが生じ
てくるので，それらについては次回にまとめることにして，その他のものと，
語学の学習という目的を考え併せて整理してみると，次の「映像教材評価そ
の2」に上げられている10の項目にまとめられるのではないかと思われる。
　　　　　　　　　　映像教材　評価　その2
1）学習領域（聴解力，読解力，発表力等）を明確にしているか。　（ここ
　では，聴解力，発表力が各々独立しているという意味ではなく，ある
　場合には二つが，また，ある場合には，三つが重なっている場合も含
　　まれる）
2）聴解力養成についてはどうか。
3）読解力養成についてはどうか。
4）発表力養成についてはどうか。
5）目標言語の異文化に対する直接経験の拡大に役だっているか。
6）学習者のレベルを明確にしているか。
7）学習素材の分量が適切か。
8）学習素材の配分，配列，構成が適切か。
9）学習の動機付けについてはどうか。　（学習者は自発的に活動している
　か。学習者は興味を持っているか等）
lO）学習状況における臨場感はどうか。　（音声，画質音響効果など）
以上の10項目が少なくとも映像教材を使用するに当たっての留意すべき項
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